
 

 家庭数        令和６年６月２４日（月） 

学校だより 第８号 

       校長 山下 恵子 

高槻だより 
  

高 槻 小 学 校 学 校 教 育 目 標 
『心豊かで 自ら学ぶ たくましい 子どもの育成』 

高槻っ子スローガン  

・あいさつで心通わす 

・全力を出し切ってがんばる 

・お互いを支える思いやりをもつ 

・自分の友だちの命を守る    子ども 

 

６月１９日水曜日に、５，６年生でプール清掃を行いました。 

はじめに、体育主任の今永先生より、清掃の場所ややりかた、役割分担などの説

明を聞いて、それぞれに取り組みまました。自分の持ち場を、それぞれが責任をも

って、一生懸命掃除をしてくれました。終わったあと、「これで１年生から６年生ま

で、気持ちよく水泳ができるね。」と子ども同士で話していたのが、うれしかったです。

やり残したところがないか互いに確認し、掃除道具を片付けて終えました。三笠先生や校務員の松山先生、教務の深江

先生にも手伝っていただきました。 

今年も、地域の戸田先生に水泳学習では指導、助言をいただきながら、事故のないように行っていきたいと思います 

昨年よりも記録が伸びたり、水に慣れて水泳が好きになったりできるとよいですね。 

 ５月、１年生から６年生まで、毎年体力テストを行います。種目は「５０M走・反復横跳び・ソフトボール投げ・握力 

上体起こし・２０Mシャトルラン・立ち幅跳び・長座体前屈」です。 

近接学年や兄弟学年で力を合わせ、やり方やボール投げのフォームなどを教えてもらったり、教えたりしながら、去

年よりも記録を伸ばそうと、頑張りました。今週は、その練習を生かして、「５０M走とソフトボール投げ」の記録会を

各学年で行いました。 

 自分に、そして記録に挑戦しながら、どの子も満足な成果を出せたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２０日木曜日に、６年生は「セラピ

ューティック・ケア」を受けました。読

み聞かせでお世話になっている前田さん

ほか講師の宇塚さんに来校していただきました。 

セラピューティック・ケアとは、肩や背中、手をやさしくなでること

で、ストレスをやわらげ、心身を深いリラックス状態へと導く心身ケア

法です。子どもたちは、絵本「葉っぱのフレディ」の読み聞かせや講話

の後に、二人一組になって、互いにケアを行いました。このケアを通し

て、異世代（家族・地域・友達など）とのコミュニケーションを図れば

とも思います。子どもたちの感想に「最初は、なでるだけで？と思って

いたが、なんか頭のもやもやが、すっきりして気持ちよかった。」「自

分のお父さんにしてあげたい。」など、早々に活用したいという声を聞きま

した。 

市民センターでも、文化祭の日に講習会を行っているようです。一度体験してみ

てはいかがでしょうか。 

子どもにとって「学んでよかった」学校 保護者，地域にとって「預けてよかった」学校。信頼のおける学校をめざして。 

大谷選手のグローブ大活躍です。 

昨年度、全国の小、特別支援学校に配布された大谷グローブ。

本校でも、クラブ活動の時間や、体力テストのソフトボール投げ

で、大活躍です。これからも特別活動の時間やクラブの時間に、

たくさん活用してほしいです。 

ホタルのお勉強をしたよ。 

－１年生― 

６月２０日木曜日に、地域の池田

さん夫妻、梶栗さんに来校いただ

き、本校で飼育している「ほたる」

について、ホタルの成長のしかた

や、餌、その生態について、わかり

やすくお話をしていただきました。

ホタルの卵がとても小さいことに，

子どもたちは驚いていました。 

もうすぐ、６年生から５年生へ引

き継ぎ、ホタルの飼育を経て、１１

月、槻田川に無事、放流できること

を祈っています。 

 

 


